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平成 31年４月期 臨時教育委員会議・会議録 

 

 

・開 催 日 時  平成 31年４月２日（火） 

午前 10時 00分から午前 10時 30分まで 

                                                   

・開 催 場 所   羽曳野市役所 別館 ３階 特別会議室 

 

・出 席 者    教 育 長        高 崎 政 勝 

教育長職務代理者    金 銅 真 代 

委  員        麻 野 多美子 

委  員        多 田 謙 司 

委  員        新 熊 和 彦 

 

・説 明 者   教育次長兼生涯学習室長 清 水 淳 宅 

         学校教育室長      川 地 正 人 

学校教育課長      前 田 幸 章 

学校教育課課長補佐   伊 藤  圭 

学校教育課課長補佐   井 上 直 也 

         

・事 務 局   教育総務課長      粕 谷 美 光 

教育総務課主幹     芝 池 淳 子 

 

・議事日程 

日程第１  会議録署名委員の指名について 

 

日程第２  議案第１号 

      平成 31年度 羽曳野市教育活性化アクションプランについて 

         《資料１》 

  

日程第３  その他 
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開会：午前 10時 00分 

 

[ 教育長 開会の挨拶 ] 

 

日程第１  会議録署名委員の指名について 

 

   教育長において、金銅委員を指名しました。 

 

 

日程第２  議案第１号 

       

平成 31年度 羽曳野市教育活性化アクションプランについて     

《資料１》 

         

●学校教育課課長補佐から、「平成 31年度 羽曳野市教育活性化アクションプ

ラン」に基づき、本年度の内容と変更等について、説明がありました。 

 

《課長補佐》アクションプランについては、委員のみなさまから事前にいただ

きましたご意見を基にお示ししておりますので、変更箇所等につ

いて説明させていだきます。 

 

    P.13 

    （３）一人ひとりの自立を支援し、「ともに学び、ともに育つ」 

教育の充実を図る  

     ・６項目目の就学相談に関して、「幼稚園・保育園、小学校・義務 

教育学校が密に連携し、就学前からの一貫した支援教育の推進に 

努めること。」につきましては、さらに強調していきたいと考え 

ています。 

 

    P.14 

    （４）心の教育の充実を図る   

     ・４項目目の世界文化遺産登録をめざす百舌鳥・古市古墳群などに 

関して、「子どもたちに、これらの魅力を発信できる力がつくよ

う工夫すること。」を追加しました。 

 

     P.20、21 

     【各学校園における具体的な取組み指標】 
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年度末に小・中学校全校から取組みについて、達成状況の報告を 

受けています。小・中学校において、全 25項目中の大半で実施状 

況の肯定的な回答が 100％であると把握しています。ただ、その中 

で次の３項目においては、小・中学校とも 100％とはなかなか言え 

ず、進み具合としては課題があると考えています。特に重点的な 

課題として、その認識を学校と共有していかないといけないと考 

えています。 

 

○適応指導教室に通所する児童生徒の担任等による訪問 

  教育研究所（ＬＩＣはびきの内）に通所する児童が増えてきていま 

す。中には手続きだけして、通うことのできない児童、生徒もおり 

ます。学校に再び通うことができるようになる前のステップではあ 

りますが、そこに担任が訪問して児童、生徒とコミュニケーション 

をとるということを心がけてはいますが、なかなか訪問できていな 

い現状がありました。しかし、100％達成できていない状況ではあ 

りますが、昨年度につきましては、学校と教育研究所が連携をとり 

まして、実績は増えております。 

 

○子どもの声を積極的に聴くカウンセリング週（月）間等の実施 

中学校では毎学期に最低一度はカウンセリング週間等を設けて、担 

任と生徒一人一人が短い時間ではありますが、話ができる時間を設 

けています。しかし、小学校におきましては、部活動等もなく、下 

校の時間もありますので、担任と１対１で話す機会を設けるという 

ことが難しい状況はありますが、中学校でのカウンセリングの例を 

受けまして、少しずつではありますが、こういう週間を設ける学校 

が広がりをみせつつあります。例えば、下校体制を組みまして、１ 

学年をカウンセリング週間とし、１児童が先生と話している間は、 

別室で学習指導をし、全員が終わったら、先生が通学路に立ち、安 

全を見守りながら集団下校させるというふうにカウンセリング週 

間を設けるようになってきました。実施における効果が非常に高く、 

市内小学校に向けて発信していただき、少しずつ広がりをみせてお 

ります。 

  

○道徳の時間の公開授業（授業参観）の実施 

小学校では、道徳の特別の教科として平成 30年度実施しております。

１回以上校内実施はほぼ達成しておりますが、中学校においては、

平成 31年４月から教科化ということで、この中での工夫、改善とい
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ったものが実質ここから始まるということを把握しております。 

 

 

以上、本年度の内容と変更等の説明を経て、議案第１号は承認されました。 

 

 

日程第３  その他 

 

（１）事務局より、平成 31年４月１日付の人事異動について報告が 

ありました。 

 

（２）事務局より、今後の日程について連絡がありました。 

   

 

 教育長より次回の４月定例委員会議を、４月 19日（金）に予定することを

通知しました。 

 

 

 [ 委員長 閉会の挨拶 ] 

 

閉会：午前 10 時 30分 

 


